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１．概要
　当小児科病棟スタッフは皆、東三河地域の最後の砦を担うという誇りと緊張感を持って日夜対応して
いる。サブスペシャリティとしてはアレルギー疾患、神経疾患、循環器疾患、腎疾患、内分泌疾患、血
液腫瘍疾患をカバーし、高度特殊医療を除けば各分野ともに専門施設と比べても引けを取らない医療レ
ベルを提供できている。また、患者には最善の医療を提供すべく、各分野で対応困難な症例については
惜しみなく専門施設との連携をとって対応している。このような体制を維持する意義は、極力地域で医
療が完結することが患者家族への最高のサービスの一つとなることにある。特に長期入院を必要とする
場合、月に何度も専門外来にかかる必要がある場合には切実な問題である。一方で、周囲の一次医療、
二次医療、休日夜間診療所の業務、健診医療の充実に支えられてこそ当院が二次、三次医療に集中する
ことが可能であるということも忘れてはならない。

（第二部長　伊藤　剛）

小児科

２．新規登録疾患

上位3位の詳細
　⑴　呼吸器系の疾患：623件

喘息 118件（18.9％）

多部位及び部位不明の
急性上気道感染症
 69件（11.1％）

肺炎，病原体不詳 73件（11.7％）

急性気管支炎 69件（11.1％）

急性細気管支炎
 33件（5.3％）

急性鼻咽頭炎［かぜ］
 27件（4.3％）

細菌性肺炎，他に分類されない
もの 26件（4.2％）

気管支炎，急性又は慢性と明示
されないもの 24件（3.9％）

急性咽頭炎 46件（7.4％）

ウイルス肺炎，他に分類されない
もの  23件（3.7％）

その他 115件（18.5％）

総数：2,216件

呼吸器系の疾患 623件（28.1％）

症状、徴候および異常臨床所見・
異常検査所見で他に分類されない
もの 297件（13.4％）

感染症および寄生虫症 198件（8.9％）

損傷、中毒およびその他の外因
の影響 139件（6.3％）

皮膚および皮下組織の
疾患 115件（5.2％）

先天奇形、変形および染色体
異常 154件（6.9％）

内分泌、栄養および代謝
疾患 151件（6.8％）

消化器系の疾患 127件（5.7％）

腎尿路生殖器系の疾患
 77件（3.5％）

神経系の疾患 75件（3.4％）

その他 260件（11.7％）
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　⑵　症状、徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの：297 件

　⑶　感染症および寄生虫症：198件

感染症と推定される下痢及び
胃腸炎 63件（31.8％）

部位不明の細菌感染症
 16件（8.1％）

ウイルス性及びその他の明示された
腸管感染症 30件（15.2％）

皮膚及び粘膜病変を特徴とする
その他のウイルス感染症，他に
分類されないもの 10件（5.1％）

部位不明のウイルス
感染症 28件（14.1％）

その他の細菌性腸管
感染症 11件（5.6％）

伝染性単核症 6件（3.0％）

ウイルス（性）髄膜炎 7件（3.5％）

その他のサルモネラ感染症
 7件（3.5％）

呼吸器結核，細菌学的又は組織学的
に確認されていないもの 3件（1.5％）

その他 17件（8.6％）

けいれん，他に分類されない
もの 73件（24.6％）

悪心及び嘔吐 18件（6.1％）

詳細不明の血尿 14件（4.7％）

心雑音及びその他の心音
 21件（7.1％）

腹痛及び骨盤痛 10件（3.4％）

傾眠，昏迷及び昏睡
 9件（3.0％）

咽喉痛及び胸痛 8件（2.7％）

身体標準発育不足 25件（8.4％）

その他 72件（24.2％）

不明熱 29件（9.8%）

頭痛 18件（6.1%）

３．活動報告
　⑴　患者状況
　　　　年間外来患者数 29,115人 年間外来新患者数 2,784人
　　　　年間入院患者数 18,968人 年間入院新患者数 1,893人

　⑵　入院患者疾患別頻度
総数：1,067件

呼吸器感染症 311件（19.4％）

検査関連 265件（16.5％）

神経疾患 197件（12.3％） 消化器疾患 248件（15.4％）

その他感染症 94件（5.8％）

アレルギー 59件（3.7％）

各種免疫異常症 63件（3.9％）

腎尿路関連 63件（3.9％）

血液腫瘍関連 53件（3.3％）

事故、副作用関連 11件（0.7％）
代謝内分泌疾患 23件（1.4％）

循環器疾患 7件（0.4％）

重症心身障害者関連 1件（0.1％）
その他 212件（13.2％）



学会発表（医局）
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

1 当初鼠径ヘルニアと判断した腸腰筋膿瘍の1例 筆頭演者 藤本　真徳 第269回日本小児科学
会東海地方会 名古屋市 2017/2/5 R

2
Anaphylaxis to apple 
caused by a suspected 
novel allergen component

筆頭演者 Iwao
Tajima

30th Anniversary 
Congress of 
Korean Acadmy of 
Pediatric Allergy 
and Respiratory 
Diseases2017

Korea 2017/4/8

3
豊橋市民病院における過去
10年間の18歳未満の死亡例
の検討

筆頭演者 服部　俊彦 第120回日本小児科学
会学術集会 東京都 2017/4/14 S

4
院内学級のより良い療育環
境を目指し活動し続けた愛
知県病弱児療育研究会30年
の軌跡

筆頭演者 伊藤　　剛 第120回日本小児科学
会学術集会 東京都 2017/4/14

5 CHARGE症候群3例の気道管理について 共同演者 小山　典久 第120回日本小児科学
会学術集会 東京都 2017/4/14

6

破砕赤血球を認める先天性
溶血性疾患に対して、網羅
的遺伝子解析により遺伝性
熱奇形赤血球症と診断した
一新生児例

筆頭演者 五藤　智子 第27回日本産婦人科・
新生児血液学会 福島市 2017/6/3 S

7
日本輸血・細胞治療学会
ガイドライン委員会策定
「小児輸血のガイドライン」
（案）

共同演者 小山　典久 第27回日本産婦人科・
新生児血液学会 福島市 2017/6/2

8 幼児期発症の複雑な眼頭連合運動を認めた1例 筆頭演者 相場　佳織 第59回日本小児神経学
会学術集会 大阪市 2017/6/15

9 早産児の神経学的予後　愛知県疫学研究 共同演者 幸脇　正典 第59回日本小児神経学
会学術集会 大阪市 2017/6/16

10
新生児輸血の問題点　高カ
リウム血症とカリウム吸着
フィルターについて

筆頭演者 小山　典久 第65回日本輸血・細胞
治療学会総会 千葉市 2017/6/24

11 眼底所見が診断の契機となったネコひっかき病の1例 筆頭演者 木村　　瞳 第270回日本小児科学
会東海地方会 名古屋市 2017/6/25 S

12
早期新生児期の直接ビリル
ビン値測定により早期から
疑うことが可能であった胆
道閉鎖症の2例

筆頭演者 木村　　瞳 第53回日本周産期・新
生児医学会学術集会 横浜市 2017/7/16 S

13
PEEP弁装備の自己膨張式
バッグにおけるリザーバー
非装着時の酸素濃度の検討

筆頭演者 杉浦　崇浩 第53回日本周産期・新
生児医学会学術集会 横浜市 2017/7/16

14
生後早期に類白血病反応を
呈し遷延性肺高血圧症を合
併した超低出生体重児の1
例

筆頭演者 川向　永記 第53回日本周産期・新
生児医学会学術集会 横浜市 2017/7/16 S

15
出生体重500g以下が予測さ
れる胎児の2施設間の比較
救命率の検討

共同演者 幸脇　正典 第53回日本周産期・新
生児医学会学術集会 横浜市 2017/7/16

16 NEO（新生児の蘇生） 筆頭演者 杉浦　崇浩 第10回日本蘇生科学シ
ンポジウム 横浜市 2017/7/17

17
シベレスタットを投与した
極低出生体重児のアシルカ
ルニチン変動

共同演者 戸川　泰子 第2回日本医用マスス
ペクトル学会西部会 京都市 2017/7/22



学会発表（医局）
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

18
画像上からランゲルハンス
細胞組織球症と診断した
が、のちにガドリニウム脳
沈着と考えられた一例

筆頭演者 野村　幸伸 第47回日本小児科神経
学会東海地方会 名古屋市 2017/7/22 S

19 ろ紙血を用いた新生児のクレアチニンスクリーニング 筆頭演者 中野　　優 第44回日本マススクリ
ーニング学会学術集会 秋田市 2017/8/18

20
愛知県病弱児療育研究会30
年の軌跡－院内学級のより
良い療育環境を目指して－

筆頭演者 伊藤　　剛 日本育療学会　第21回
学術集会 岐阜市 2017/8/26

21 交換輸血およびその使用血液に関する実態調査 筆頭演者 小山　典久 第62回日本新生児成育
医学会 さいたま市 2017/10/13

22
後天性乳び胸に対してOK-
432の胸腔内投与を行った
超低出生体重児の1例

筆頭演者 野村　幸伸 第62回日本新生児成育
医学会 さいたま市 2017/10/13 S

23 新生児蘇生ガイドラインと低体温療法 筆頭演者 杉浦　崇浩 第62回日本新生児成育
医学会 さいたま市 2017/10/14

24

A patient with hereditary 
pyropoikilocytosis caused 
by a combination of a 
novel in-frame deletion 
and a common functional 
but non-pathogenic allele,
αLELY,in SPTA1.

筆頭演者 Tomoko
Goto ASHG2017 Orlando 2017/10/17 S

25 診断に苦慮したピリドキシン依存性てんかんの1例 筆頭演者 佐久間　肇 第51回日本てんかん学
会学術集会 京都市 2017/11/3



研究会発表（医局）
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

1 Alport症候群 筆頭演者 田中　一樹 第8回中堅医のための
小児腎勉強会 高槻市 2017/2/25

2 10年間化学療法を続けている視神経膠腫の一例 筆頭演者 伊藤　　剛 第72回東海小児がん研
究会 名古屋市 2017/9/9



座長・司会（医局）
＜小児科＞

№ 座長・司会 演題名 座長名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

1 座長
特別講演2
熱性けいれん診療ガイドラ
イン2015の活用方法

相場　佳織 第185回 東三河小児科
医会 学術講演会 豊橋市 2017/2/18

2 司会 愛知県周産期医療従事者研
修会 小山　典久

平成28年度愛知県周産
期医療従事者研修会
（東三河北部・南部医
療圏）

豊橋市 2017/3/2

3 座長

特別講演1
新生児医療 この20年の反
省～当時最先端医療として
教わった概念は全て間違い
だった～

杉浦　崇浩
第187回 東三河小児科
医会 総会・学術講演
会

豊橋市 2017/5/20

4 座長 胎児・新生児（輸血） 小山　典久 第27回日本産婦人・新
生児血液学会 福島市 2017/6/6

5 座長
シンポジウム13
新生児輸血　残された課題
－分割製剤TF－

小山　典久 第65回日本輸血・細胞
治療学会総会 千葉市 2017/6/24

久典　山小2液血長座6 第62回日本新生児成育
医学会・学術集会 さいたま市 2017/10/13



講　　演（医局）
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 演者名 学会・研究会名 開催地 発表年月日 医師
区分

1 児童虐待の早期発見 小山　典久 児童虐待予防研修会 豊橋市 2017/2/16

2
2016年の新生児統計　「新生
児医療センター入院症例の報
告」

幸脇　正典 平成28年度周産期医療従事者
研修会 豊橋市 2017/3/2

3 症候性低血糖症例　－4例から学んだこと－ 野村　幸伸 平成28年度周産期医療従事者
研修会 豊橋市 2017/3/2

4 災害時の周産期医療対策 －愛知県の対応の現状－ 小山　典久 平成28年度周産期医療従事者
研修会 豊橋市 2017/3/2

5 新生児蘇生法講習会（NCPR）について 杉浦　崇浩 平成28年度周産期医療従事者
研修会 豊橋市 2017/3/2

6
乳幼児期にかかりやすい病気
とその対処法や注意点につい
て

小山　典久 豊橋保育協会研修会 豊橋市 2017/6/27

7 豊橋市民病院の周産期医療と小児在宅医療 幸脇　正典 平成29年度東三河小児在宅医
療講習会 豊橋市 2017/9/10

8 赤ちゃんのリハビリに役立つ基礎知識・豆知識 杉浦　崇浩 赤ちゃんリハビリテーション
研修会 豊橋市 2017/12/16

9
小児死亡の死因究明における
課題　－虐待による死亡を予
防するために－

小山　典久 名古屋地方検察庁虐待検討会 名古屋市 2017/4/11



論文・著書 ( 医局）
＜小児科＞

№ 題　　　　名 区分 氏名 雑　　　誌　　　名 医師
区分

1 Tumefactive demyelinating lesion を
呈し発症した小児多発性硬化症の1例 共同著者 伊藤　　剛 臨神経. 2017; 57: 88-91.

2
Probability curves for predicting 
symptom severity during an oral food 
challenge  with wheat.

共同著者 Shiro
Sugiura Allergol Int. 2017; 66: 627-628.

3 Asymptomatic C-reactive protein 
elevation in neutropenic children. 筆頭著者 Shiro

Sugiura Pediatr Int.. 2017; 59: 23-28.

4 科学的根拠に基づいた小児輸血のガイ
ドライン 共同著者 小山　典久 日輸血細胞治療会誌. 2017; 63: 

741-747.

5
Non-invasive ventilation neutrally 
adjusted ventilator assistと一酸化窒
素吸入療法の併用で呼吸管理を行った
重症慢性肺疾患の1例

筆頭著者 横井　克幸 日周産期・新生児会誌 . 2017; 
53: 843-847.

6 産科における新生児管理の実態と管理
中の急変症例に関する調査 共同著者 小山 　典久 日周産期・新生児会誌 . 2017; 

53: 57-63.

7
新生児期に発症し在宅人工呼吸療法を
導入したミトコンドリア呼吸鎖複合異
常症の1例

筆頭著者 杉本　真里 脳と発達. 2017; 49: 37-41.

8
「論文になる臨床研究の進め方」 臨
床研究を行うための準備1：テーマの
見つけ方（PICOの活用法）

筆頭著者 杉浦　崇浩 Neona Care. 2017; 30: 556-559.




